
令和６年度 ４期目以上対象
民生委員児童委員実務研修

令和６年１０月２９日 (火) １４：００～ 金沢市松ヶ枝福祉館



内容

１．啓発 …金沢市の各種計画の策定過程と参画例を学ぶ

福祉問題を住民と共有する方法を学ぶ

（担当：金沢市福祉健康局福祉政策課）

２．地域連携…連携づくりの方法および地域資源の開発に

ついて、事例を通して学ぶ

（担当：金沢市地域包括支援センター）

到達目標

１．今日的課題に対応する民生委員・児童委員の役割に

ついての理解

２．専門職や住民と協働した地域連携の手法についての

理解



各種福祉計画策定への参画事例

①金沢市地域福祉計画2023の例

②長寿安心プラン2024の例



①金沢市地域福祉計画2023の例

○目的
急速な少子高齢化の進展に伴い、民生委員児童委員・主任児童委員

の活動領域が広まり、業務量が増加傾向にあるため、その活動実態の
把握と今後の役割や機能を検討するため

○実施方法
書面アンケート調査（各地区とりまとめて提出）

○対象者
金沢市の民生委員 １，１２０名（男３８８名、女７３２名）



○調査内容
・回答者の状況

年齢、就労状況、在任期間、これまでの地域活動の実績 など

・活動に対する意識について
やりがい、地域住民の理解度、担当世帯数

・現在の活動と今後について
支援を行う世帯の状況、活動上の苦労や悩み、今後必要なこと

○計画への反映
今後の民生委員等の活動環境整備に必要な課題をまとめ、負担軽減

や町会等との連携・協力体制の強化、円滑な活動が行えるよう手引き
や事例集の作成、実務研修会の実施などを計画に明記



②長寿安心プラン２０２4の例

○目的
長寿安心プラン（介護保険事業計画）の策定に当たり、被保険者の

意見を反映させることが求められている。
民生委員児童委員に対して、地域住民の意見をくみ上げることを目

的として回答を依頼した（任意回答）。

○実施方法
・介護保険市民フォーラムでの意見交換・アンケートに回答
・ＷＥＢアンケートに回答

○回答数
全212件（うち民生委員児童委員回答 14件）



○調査内容
・回答者の状況（年代、属性）

・金沢市の介護保険の課題や高齢者施策についての意見

・その他、介護保険に関して

○計画への反映
全回答内容を長寿安心プランにおける施策の項目毎に整理を行い、

被保険者の要望が多い事項を把握等するために活用した。
民生委員からは「介護人材の確保や離職防止対策」「元気高齢者の

活躍」「介護予防への取組み」等について意見を頂いた。



参考：地区別地域福祉活動計画

○目的
地域課題を地域全体で共有することにより、解決する方法を地域で

考えることができ、諸団体との連携や事業調整につながるため

○実施方法
地区別地域福祉活動計画策定委員会
（地区社協主催）

○対象者（例）
地区社協、地区民児協、公民館、児童館、包括、町会連合会等



福祉問題を住民と共有する方法

民生委員児童委員協議会として、地域
の福祉問題を住民に伝え、共有する方
法について学ぶ



◆急激な少子高齢化
R6.9.15総務省が公表した高齢化率は29.3％
⇦過去最高を更新
※金沢市の高齢化率は27.7％（R6.4.1現在）

◆新型コロナウイルス流行後、人間関係の希薄化が進み、
孤立・孤独という問題が顕在化

◆8050問題（80代の親と50代の無職の子）

◆ひきこもり

地域の福祉問題（福祉課題）



【参考】

出典：金沢市地域福祉計画2023より



◆高齢者・障害者・児童虐待

◆生活困窮者の増加

◆災害時の要援護者支援体制 など

…複雑・多様化、深刻化

地域の福祉問題（福祉課題）



【参考】

出典：金沢市地域福祉計画2023より



【参考】

出典：金沢市地域福祉計画2023より



【参考】Ｒ４民生委員意識調査
「直近１年間で把握（対応）した困りごとを抱えている世帯」

出典：Ｒ４民生委員意識調査



地域住民ひとりひとりが地域の福祉問題に
関心を寄せることが、「地域共生社会」の
第一歩

なぜ、地域の福祉問題を住民に伝え、

共有する必要があるのか

「地域共生社会」とは…
制度・分野の枠や「支える側」「支えられる側」と
いう関係を超え、人と人・人と社会がつながること
で、住民ひとりひとりの暮らしと生きがい、地域を
共に創ることができる社会



◆地域の福祉問題に関心を持つ住民が増えることで、困り
ごとを抱える住民を早期に発見し、相談支援につなげ
やすくなる

◆町会など地域の各種団体との連携が進めやすくなる

◆民生委員活動に対する理解・協力が得られ、支援者の拡
大、ひいては民生委員のなり手確保につながる可能性

なぜ、地域の福祉問題を住民に伝え、

共有する必要があるのか



担当地域にお住まいの花子さんは、80代の女性で
長男夫婦と暮らしています。
よく地域サロンに参加されていましたが、新型コロナウイルス
で地域サロンは休止。再開後、花子さんは地域サロンに参加する
ことはありませんでした。

近所のスーパーで、久しぶりに花子さんに会ったので声をかけたところ、
夏なのにセーターを着ている、会話のつじつまが合わない、会計に戸惑う
など、花子さんの様子がおかしいことに気づきました。

「もしかして認知症の症状では？」
「認知症になっても、特に買い物の時など、地域の方のさりげないサポ
ートがあれば安心できるなあ」

「認知症について地域の方に伝える企画をできないかなあ」

具体例をイメージしてみる



◆伝えたいことを整理する
・認知症に関する正しい情報 ⇨ 誤解や偏見をなくす
・認知症の方への対応方法
・認知症の予防 など

◆どのように伝えるか
・勉強会や研修会の開催（認知症サポーター養成講座など）
・交流会の開催（認知症カフェなど）
・チラシやリーフレットの作成
・要援護者マップの作成
・アンケート調査と報告会の実施 など

どんな方法が考えられるか



◆関係機関等との連携・協働
・地域包括支援センター

⇨既存の認知症カフェを生かせないか
⇨専門職（認知症地域支援推進員）との連携 など

・町会
⇨町会単位での取組の可能性

・地区社協
地域福祉活動推進の中核
民生委員との連携が不可欠

どんな方法が考えられるか

民児協と社協は
「車の両輪」とも

いえる関係





質問１
皆さんは、地域の福祉問題について
町会長など地域住民と共有できていますか

みなさんにお聞きします（意見交換）

できている：
実際にどのような場で
福祉問題を共有していますか

できていない：
どのような場があれば良い
（できる）と思いますか

質問２



◆福祉問題の共有は、地域福祉の推進に不可欠です。
多様な人・組織を良い意味で巻き込むことで

「福祉ニーズは地域でみんなで考えよう」という機運が醸成
され、支え合いの地域づくりにつながります。

◆民生委員活動における支援や援助は、相談者個人への
働きかけと同時に、相談者の身近な方々へ働きかけを行う
ことがネットワークをつくることにつながります。

◆地区社協やまちぐるみ福祉活動推進員、町会関係者、
行政や地域包括支援センターなども交え
地域全体に支援のネットワークを拡充していきましょう。

まとめ



令和6年度
4期目以上対象

民生委員児童委員実務研修会

令和6年10月29日14時～15時半

金沢市松ヶ枝福祉館 4階集会室

金沢市地域包括支援センターさくらまち

管理者 長井裕美



本日の予定

•連携の方法～地域づくりのために～

•金沢市地域包括支援センターさくらまちの地域について紹介

• ご自分の担当している地域について振り返り

・お隣の方と共有

・数名発表お願いします

•地域資源開発についての事例紹介



地域づくりのために

•地域の特徴をしる（地域診断)

•日ごろから地域住民の声を聴く（情報収集)

•地域の方とつながっておく （情報が集まるように)

•地域住民が住み慣れた地域で住み続けるためには何が必要かを考
える（地域課題)



地域づくりのために

•一人でかかえない→発信する

•地域内でのつながりの中での相談→町会長はじめ町会役員など

•協議を大切にする→民生委員定例会や地域ケア会議活用



金沢市地域包括支援センターさくらまち

• 材木、味噌蔵地区担当

• 小学校は、合併し兼六小学校のみ
兼六中学校区一部

• 人口材木8261味噌蔵6366

• 高齢化率金沢市27.7％

• 材木35.3％（12番目)

• 味噌蔵36％(10番目)

• 両地区とも善隣館あり

出典 令和６年度まちぐるみ福祉活動ガイドブック



さくらまち管内の主な集いの場

善隣館・地域サロン

ｻﾃﾗｲﾄｻﾛﾝ・集いの場

包括支援ｾﾝﾀｰ

オレンジカフェ

千寿閣

健康プラザ

近江町交流プラザ

卯辰山

移動販売



担当地域について振り返る
お隣の方と共有 ５分間

•地域の特徴

•地域の声



出典・長寿安心プラン２０２４ 出典・金沢市介護保険ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ



担当地域について振り返る
お隣の方と共有

•誰とつながっているか？

•相談できる方や機関は？



地域資源の開発①
• 「のってこ号」

• 2023年11月から地域主
導で開始

• 2023年12月「のってこ号」
役員会に参加

•鈴見台全域での参加で
はない事を把握

出典 北陸中日新聞



地域資源の開発①

•坂道が多い

•車の運転をやめると買い物等に困る方が多い

•参加していない町会でも、参加希望の住民がいるのではないか？



地域資源の開発①

•のってこ利用者に満足度アンケート調査実施

• ２０２４年１月アンケート結果をのってこ役員会にフィードバック

• ２０２４年４月より１町会利用追加

•のってこ運営委員会にて田上町会連合会との話し合いを予定

• ２０２４年包括支援センター後期運営懇談会にて報告し地域課題
の一つとして検討を予定



地域課題の検討

•ふらっとバスルートは、比較的外出しやすい

• コミュニティバス新設するときの運営費用など

•ふらっとバス、コミュニティバス利用継続するには、乗降できる筋力
があることが必要（介護予防)

•上記が無理な状況の方には、移動販売車が有効



地域資源の開発②
～地域の声～

• 地域サロンまで歩いていけない（田井町住民)

• 歩いていくことができる集いの場が欲しい（田井町住民)

• 数年前、田井町での集いの場開催の検討がされたが場所が見つからず（地区
社協)

• 集いの場として移動販売車誘致（地区社協)

• R６年田井町の住民から集いの場を開催したいという声を聴く（包括)



地域資源の開発②
集いの場に向けて準備開始

• 主催希望の方からどのように考えておられるかの聞き取り（包括)

• 補助金利用のことなど金沢市社会福祉協議会地域担当生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
交えて相談（主催者・社協・包括)

• 地域の会議（地区社協や町会連合会)にて上記の声があることを発信（包括)

• 町会長に相談（主催者・市社協・包括)

• 町会・老人会役員・民生委員等を交えて協議（令和７年春開始に向けて協議中）



地域資源の開発②
集いの場に向けて

• プレ開催 １１名参加（６０歳代～８０歳代)

•参加者の声 「このような場が欲しかった」「笑って、楽しい」

「仲良くしておくと災害の時も助け合えるよね」

•参加者の中からボランティアスタッフを募っていく予定



ご清聴ありがとうございました
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